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を用いた、Hh ＝  4.186 ×（50.2V ＋  308）を提示し、本式が  1983 年調査による予測
式とは統計的に異なり、平均相対誤差として  2.47 ％以下の精度で予測できることを
示した。  
第 4 章は、熱重量・示差熱分析 (Thermogravimetric and differential thermal analysis:TG-DTA)に
より、強熱減量と発熱量を少量の試料でかつ同時に推定する手法を実験的に検討した。






ところ、概ね 1:1 の高い相関が得られ、相関誤差の平均は 5.17~5.20% の範囲で、低位
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発熱量の推定が可能であった。  





























日本全国約 30 種類の下水汚泥脱水ケーキの性状調査を行い、数量化 I 類により解析することで下


























しては、（平成 31 年 1 月 14 日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要約した
ものとすることを認める。 
 
